
德と
く

田だ 
行こ

う

延え
ん

西
武
文
理
大
学
　
学
長

　

４
月
１
日
付
で
德
田
行
延
サ
ー
ビ
ス
経

営
学
部
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

　

新
学
長
は
１
９
６
０
年
生
ま
れ
。
明
治

大
学
卒
業
、
明
治
大
学
商
学
研
究
科
博
士

前
期
課
程
修
了
、
明
治
大
学
大
学
院
商
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
満
期
退
学
。
森

川
八
洲
男
博
士
に
師
事
。
専
門
は
会
計
学
、

特
に
金
融
派
生
商
品
の
会
計
を
中
心
と
し

た
財
務
会
計
。
近
年
は
、
本
学
サ
ー
ビ
ス

経
営
学
部
が
対
象
と
す
る
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
会
計
論
の
う
ち
、
イ
ー
ル
ド
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
育
面
で
は
、
文
部
科
学
省
「
大
学
生

の
就
業
力
育
成
支
援
事
業
『
経
験
値
か
ら

の
サ
ー
ビ
ス
産
業
就
業
力
育
成
』

―
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン・

マ
イ
ン
ド
か
ら
エ
ン

ピ
リ
カ
ル・

バ
リ
ュ
ー
へ
」
の
取
組
担
当

者
を
務
め
、
そ
の
成
果
か
ら
、
本
学
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
の
一
つ
、
講
義
と
体

験
を
繰
り
返
し
て
学
ぶ
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ

学
習
を
組
み
立
て
、
産
学
連
携
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型

の
体
験
学
習
の
開
発
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス

経
営
学
部
に
お
け
る
実
学
教
育
の
基
盤
を

現
代
的
に
再
形
成
し
た
。

　

新
学
長
は
本
学
の
教
育
の
特
徴
で
あ
る

実
学
教
育
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教
育
の
も

と
、
学
習
者
の
学
習
権
を
尊
重
し
多
様
性

を
保
障
す
る
た
め
の
実
践
を
教
育
の
柱
と

し
て
い
る
。
学
習
者
が
主
体
的
、
協
調
的
、

そ
し
て
創
造
的
に
学
ぶ
べ
く
、
教
育・

研

究
の
質
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
学
生
の
起
業
支
援
や
地
域
連
携・

産

学
連
携
に
よ
る
大
学
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
創
出
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿

勢
を
示
し
て
い
る
点
も
期
待
さ
れ
る
。

新あ
ら

井い 

一は
じ
め

順
天
堂
大
学
　
学
長

　

木
南
英
紀
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
井
一
医
学
部
教
授
が
４
月
１
日
付
で
新

学
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
４
年
。

　

新
井
新
学
長
は
１
９
５
５
年
東
京
都
生

ま
れ
。
１
９
７
９
年
順
天
堂
大
学
医
学
部

卒
業
。
順
天
堂
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科

に
入
局
後
、
助
手・

講
師・

助
教
授
を
経

て
２
０
０
２
年
に
同
大
学
医
学
部
教
授
に

就
任
。
２
０
０
８
年
順
天
堂
医
院
院
長
、

２
０
１
１
年
大
学
院
医
学
研
究
科
長・

医

学
部
長
を
歴
任
し
、
現
在
に
至
る
。

　

専
攻
分
野
は
脳
神
経
外
科
学
。
小
児
脳

神
経
外
科
、
頭
蓋
底
外
科
、
脳
微
小
解
剖
、

水
頭
症
な
ど
を
専
門
と
し
、
新
た
な
手
術

法
の
開
発
な
ど
に
従
事
し
て
き
た
。
ま
た
、

水
頭
症
に
関
し
て
は
、
臨
床
の
み
な
ら
ず

基
礎
的
研
究
を
通
じ
て
、
難
治
性
疾
患
で

あ
る
特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
の
病
態
解
明

に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

　

順
天
堂
大
学
は
、
本
年
で
創
立
１
７
８

年
を
迎
え
た
。
幕
末
、
全
国
各
地
よ
り
蘭

方
医
学
者
が
下
総
佐
倉
に
参
集
し
、「
日
新

の
医
学
、
佐
倉
の
林
中
よ
り
生
ず
」
と
今

も
語
り
継
が
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
医
学
研

究・

教
育
、
臨
床
医
学
の
実
践
の
場
と
し

て
出
発
し
た
。
学
是
「
仁
」
を
掲
げ
、「
不

断
前
進
」
の
理
念
の
も
と
、
今
日
ま
で
に

５
学
部
、
３
大
学
院
研
究
科
、
６
医
学
部

附
属
病
院
（
総
病
床
数
３
２
３
０
）
か
ら

な
る
健
康
総
合
大
学・

大
学
院
大
学
へ
と

発
展
し
た
。
教
育・

研
究・

医
療
を
通
じ

て
、
国
際
レ
ベ
ル
の
社
会
貢
献
と
人
材
育

成
を
進
め
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

文
理
佐
藤
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

順
天
堂

1242016.7　大学時報



中な
か

山や
ま 

洋ひ
ろ

司し
恵
泉
女
学
園
　
学
園
長

　

松
下
倶
子
前
学
園
長
退
任
の
後
を
受
け

て
、
４
月
１
日
付
で
中
山
洋
司
が
学
園
長

に
就
任
し
た
。

　

中
山
新
学
園
長
は
１
９
４
４
年
生
ま
れ
。

横
浜
国
立
大
学
を
卒
業
し
、
聖
園
女
学
院

高
等
学
校
教
諭
と
し
て
勤
務
後
、
藤
沢
市

立
小
学
校
の
教
諭
と
し
て
10
年
勤
務
。
そ

の
後
、
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
（
現・

教
育
人
間
科
学
部
）
附
属
鎌
倉
小
学
校
教

官
、
藤
沢
市
教
育
委
員
会
、
神
奈
川
県
教

育
委
員
会
、
藤
沢
市
立
小
学
校
の
校
長
を

経
て
、
１
９
９
８
年
か
ら
平
和
学
園
小
学

校
長・

幼
稚
園
長
、
ア
レ
セ
イ
ア
湘
南
中

学
校
長
、
平
和
学
園
学
園
長
を
歴
任
。
ま

た
、
関
東
学
院
大
学
で
も
非
常
勤
講
師
を

務
め
、
幼
小
中
高
大
、
私
学・

公
立
（
市

県
国
）
の
各
教
育
機
関
勤
務
と
い
う
幅
広

い
教
育
経
験
を
持
つ
。

　

恵
泉
女
学
園
は
１
９
２
９
年
に
河
井
道

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
学
園
で
、
恵
泉
女

学
園
中
学・

高
等
学
校
、
１
９
８
８
年
に

開
学
し
た
恵
泉
女
学
園
大
学
を
擁
す
る
。

学
園
の
創
設
時
か
ら
「
聖
書
」「
国
際
」

「
園
芸
」
を
科
目
と
し
て
加
え
、
キ
リ
ス
ト

教
精
神
に
基
づ
き
、
平
和
の
た
め
に
貢
献

で
き
る
自
立
し
た
女
性
の
育
成
を
目
指
し

て
、
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

中
山
新
学
園
長
は
、
50
年
に
わ
た
る
教

育
経
験
か
ら「
人
間
と
し
て
自
立（
律
）す

る
に
は
学
力
と
人
間
力
を
兼
ね
備
え
る
こ

と
が
必
須
で
あ
る
。し
か
し
、学
生・

生
徒

が
自
分
の
力
だ
け
で
学
び
続
け
、自
立（
律
）

し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
教
育
は

そ
こ
に
支
援
の
手
を
差
し
出
し
自
立
（
律
）

を
促
す
こ
と
」
と
自
身
の
教
育
観
を
語
る
。

松ま
つ

原ば
ら 

康や
す

雄お
明
治
学
院
大
学
　
学
長

　

鵜
殿
博
喜
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
学
長
に
松
原
康
雄
社
会
学
部
教
授
が
選

出
さ
れ
、
本
学
院
チ
ャ
ペ
ル
で
の
就
任
式

を
経
て
４
月
１
日
に
就
任
し
た
。
任
期
は

２
０
２
０
年
ま
で
の
４
年
間
で
あ
る
。

　

松
原
新
学
長
は
１
９
５
１
年
東
京
都
生

ま
れ
。
１
９
７
５
年
日
本
社
会
事
業
大
学

卒
業
、
１
９
８
０
年
明
治
学
院
大
学
大
学

院
社
会
学
研
究
科
（
社
会
福
祉
学
専
攻
）

博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。

　

本
学
に
は
、
１
９
７
９
年
に
社
会
学
部

助
手
と
し
て
着
任
し
、
専
任
講
師
、
助
教

授
を
経
て
１
９
９
３
年
に
教
授
。
こ
れ
ま

で
社
会
福
祉
学
科
主
任
、
入
試
セ
ン
タ
ー

長
、
社
会
学
部
長
、
副
学
長
を
歴
任
。

　

専
門
は
児
童
福
祉
論
で
あ
り
、
多
数
の

著
書
、
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
主
な
著

書
に
は
『
少
子
化
時
代
の
児
童
福
祉
』（
放

送
大
学
教
育
振
興
会
）、『
児
童
や
家
庭
に

対
す
る
支
援
と
子
ど
も
家
庭
福
祉
制
度
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
母
子
生
活
支
援
施

設

―
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
拠
点
』

（
エ
イ
デ
ル
研
究
所
）
な
ど
が
あ
る
。
子
ど

も
家
庭
福
祉
学
会
会
長
、
厚
生
労
働
省
の

審
議
会
専
門
部
会
委
員
長
を
務
め
、
児
童

福
祉
行
政
へ
の
貢
献
も
大
き
い
。

　

明
治
学
院
大
学
の
歴
史
は
、
宣
教
師
で

医
師
の
Ｊ・

Ｃ・

ヘ
ボ
ン
が
幕
末
に
創
設

し
た
ヘ
ボ
ン
塾
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義

に
基
づ
く
人
格
教
育
を
建
学
の
精
神
と
し

て
、
１
５
３
年
目
を
迎
え
た
。
近
年
は
、

“D
o for O

thers”

を
合
言
葉
に
、
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
。
明

学
の
四
つ
目
の
半
世
紀
に
道
を
拓
く
新
学

長
に
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

恵
泉
女
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

明
治
学
院
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牧ま
き

野の 
丹に

奈な

子こ

桃
山
学
院
大
学
　
学
長

　

桃
山
学
院
大
学
で
は
、
初
の
女
性
学
長

と
し
て
牧
野
丹
奈
子
教
授
が
５
月
、
学
長

に
就
任
し
た
。
牧
野
学
長
は
１
９
６
１
年

東
京
都
生
ま
れ
。
１
９
８
４
年
大
阪
大
学

工
学
部
環
境
工
学
科
卒
業
、
１
９
８
６
年

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
前
期
課
程

修
了
（
環
境
工
学
専
攻
）。
１
９
８
６
年
株

式
会
社
東
洋
情
報
シ
ス
テ
ム
（
現
Ｔ
Ｉ
Ｓ

株
式
会
社
）
に
入
社
し
、
１
９
９
０
年
に

桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部
助
手
、
１
９
９

１
年
専
任
講
師
、
１
９
９
７
年
助
教
授
、

２
０
０
３
年
教
授
に
就
任
。
２
０
０
４
年

大
阪
大
学
博
士
（
経
営
学
）
取
得
。
２
０

０
８
年
経
営
学
部
長
、
２
０
１
３
年
に
も

再
び
経
営
学
部
長
に
就
任
し
た
。

　

新
学
長
は
、
特
に
実
践
教
育
に
対
し
て

力
を
注
ぎ
、
学
生
の
積
極
性
を
引
き
出
す

こ
と
に
は
定
評
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
教

育
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
桃
山
学
院
大

学
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
「
地
域
で
、
世
界
で
、

人
を
支
え
る
」
の
実
現
に
向
け
て
、
既
に

複
数
の
具
体
策
の
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
る
。

　

主
な
著
書
は
『
経
営
の
自
己
組
織
化
論
』

（
日
本
評
論
社
）、『
現
場
視
点
の
経
営
学
』

（
晃
洋
書
房
）
な
ど
。

　

現
在
の
専
門
は
社
会
ビ
ジ
ネ
ス
。
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
社
会
性
と
事
業
性
の
両
立

に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、
大
学
経
営
に

お
け
る
社
会
性
と
事
業
性
の
関
係
に
つ
い

て
も
持
論
が
あ
る
。

　

趣
味
は
学
生
と
語
ら
う
こ
と
。
土
日
や

夜
間
も
学
生
と
メ
ー
ル
を
や
り
と
り
す
る

こ
と
が
多
い
。
学
生
の
成
長
を
見
る
こ
と

が
一
番
の
楽
し
み
と
い
う
。

西に
し

本も
と 

照て
る

真ま武
蔵
野
大
学
　
学
長

　

武
蔵
野
大
学
の
西
本
照
真
学
長
は
、
２

０
１
６
年
４
月
に
学
長
に
就
任
し
た
。
武

蔵
野
大
学
附
属
幼
稚
園
長
、
学
校
法
人
武

蔵
野
大
学
理
事
、
武
蔵
野
大
学
人
間
科
学

部
長
、
同
大
学
院
仏
教
学
研
究
科
長
な
ど

を
歴
任
し
、
現
在
に
至
る
。

　

新
学
長
は
１
９
６
２
年
広
島
県
生
ま
れ
。

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
印
度

哲
学
専
攻
博
士
課
程
を
単
位
取
得
退
学
。

博
士
（
文
学
、
東
京
大
学
）。H

arvard

、

U
C Berkeley

、
中
国
社
会
科
学
院
、
台

湾
師
範
大
学
な
ど
、
４
年
あ
ま
り
の
在
外

研
究
の
経
験
が
あ
る
。

　

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
東
ア
ジ
ア
仏

教
研
究
会
な
ど
に
所
属
し
、
中
国
仏
教
研

究
者
と
し
て
学
界
を
リ
ー
ド
。
中
国
仏
教

の
一
宗
派
で
あ
る
三
階
教
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
。
著
書
は
『
三
階
教
の
研
究
』

『「
華
厳
経
」
を
読
む
』
な
ど
多
数
。

　

武
蔵
野
大
学
は
、
本
年
４
月
開
設
の
グ

ロ
ー
バ
ル
学
部
を
含
む
９
学
部
16
学
科
、

学
生
数
８
０
０
０
人
を
超
え
る
総
合
大
学

と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
本

年
４
月
、
新
ブ
ラ
ン
ド
「
世
界
の
幸
せ
を

カ
タ
チ
に
す
る
。」（Creating Peace &

 
H

appiness for the W
orld

）
を
宣
言

し
、
２
０
２
４
年
の
創
立
百
周
年
に
向
け

て
、
幸
せ
響
創
大
学
の
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。

　

西
本
学
長
は
、
学
長
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

強
化
し
改
革
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
る

た
め
、「
教
育
改
革
推
進
会
議
」
を
創
設

し
、
建
学
の
精
神
の
具
現
化
、
教
育
の
質

の
充
実
、
国
際
化
の
推
進
な
ど
を
意
欲
的

に
進
め
、
大
学
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

桃
山
学
院

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

武
蔵
野
大
学
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齊さ
い

藤と
う 

昇の
ぼ
る

立
正
大
学
　
学
長

　

山
﨑
和
海
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
の
任
期
で
、
第
34

代
文
学
部
長
の
齊
藤
昇
教
授
が
立
正
大
学

第
33
代
学
長
に
就
任
し
た
。

　

齊
藤
新
学
長
は
１
９
５
６
年
、
山
梨
県

生
ま
れ
。
立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
英
文
学
専
攻
を
満
期
退
学

し
、
１
９
８
８
年
、
教
養
部
助
教
授
を
経

て
、
１
９
９
４
年
に
同
教
授
、
１
９
９
５

年
に
大
学
改
組
に
伴
い
文
学
部
教
授
と
な

り
、
現
在
に
至
る
。
２
０
１
３
年
か
ら
は

文
学
部
長
を
務
め
た
。
学
位
は
博
士
（
文

学
）。

　

専
門
分
野
は
ア
メ
リ
カ
文
学
、
特
に
ワ

シ
ン
ト
ン・

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
や
О・

ヘ
ン

リ
ー
の
研
究
を
専
門
と
し
て
い
る
。『
ス

ケ
ッ
チ・

ブ
ッ
ク 

上・

下
』（
岩
波
文
庫
）

な
ど
の
翻
訳
書
を
は
じ
め
、『
郷
愁
の
世 

界

―
ワ
シ
ン
ト
ン・

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の

文
学
』（
旺
史
社
、
１
９
９
３
）、『「
最
後

の
一
葉
」
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た

― 
Ｏ・
ヘ
ン
リ
ー
の
知
ら
れ
ざ
る
生
涯
』（
角

川
学
芸
ブ
ッ
ク
ス
、
２
０
０
５
）
な
ど
多

数
の
著
書
を
執
筆
し
て
い
る
。
ま
た
、
日

本
ソ
ロ
ー
学
会
な
ど
の
会
長
の
重
責
を
担

う
と
と
も
に
、
北
海
道
新
聞
書
評
委
員
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
ジ
オ
講
師
な
ど
、

社
会
的
活
動
も
多
く
行
っ
て
き
た
。

　

齊
藤
学
長
は
、
立
正
大
学
の
歴
史
と
伝

統
へ
の
敬
意・

理
解
や
、
一
人
一
人
の
意

見
を
尊
重
す
る
懐
の
広
さ
を
持
ち
な
が
ら
、

新
た
な
挑
戦・

改
革
を
成
し
遂
げ
て
い
く

強
い
意
思
を
持
っ
て
お
り
、
未
来
に
向
け

た
立
正
大
学
の
理
想
の
姿
を
作
り
上
げ
て

い
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

田た

畑ば
た 

邦く
に

治は
る

白
百
合
女
子
大
学
　
学
長

　

山
内
宏
太
朗
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
４
月
１
日
付
で
就
任
。
田
畑
学
長
は

１
９
４
７
年
北
海
道
函
館
市
生
ま
れ
。
上

智
大
学
大
学
院
哲
学
研
究
科
（
修
士
課
程
）

修
了
。
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
職
員
、

筑
波
大
学
非
常
勤
講
師
な
ど
を
経
て
、
１

９
７
６
年
聖
母
女
子
短
期
大
学
専
任
講
師
、

１
９
９
０
年
同
教
授
、
２
０
０
０
年
白
百

合
女
子
大
学
文
学
部
宗
教
科
教
授
。
２
０

０
３
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

生
と
死
を
考
え

る
会
理
事
長
。
２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１

３
年
ま
で
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
育
学
会

会
長
。
専
門
は
倫
理
学
、
宗
教
哲
学
、
特

に
日
本
人
の
死
生
観
。

　

本
学
の
設
立
母
体
で
あ
る
シ
ャ
ル
ト
ル

の
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
は
17
世
紀
に
フ
ラ

ン
ス
に
誕
生
し
、
現
在
で
は
世
界
各
国
で

教
育・

福
祉
を
中
心
に
献
身
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
基
本
精
神
は
、
聖
パ

ウ
ロ
の
言
葉
「
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
す

べ
て
と
な
る
」（
新
約
聖
書
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
の

手
紙
、
９・

21
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
べ

て
の
人
を
兄
弟
姉
妹
と
し
て
尊
重
し
、
そ

の
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
を

目
指
す
、
キ
リ
ス
ト
教
の
普
遍
的
な
精
神

を
表
す
も
の
で
、
新
学
長
も
こ
の
精
神
の

今
日
的
な
意
義
を
痛
感
し
て
、
教
育・

研

究・

経
営
の
場
面
に
生
か
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
。

　

主
な
著
書
は
『
出
会
い
の
看
護
論

―

人
間
の
尊
厳
と
他
者
の
発
見
』、『
新
訂 

ケ

ア
の
時
代
を
生
き
る
』、『
悲
し
み
を
支
え

る
言
葉

―
古
事
記
か
ら
芭
蕉
ま
で
』。
最

近
著
『「
心
豊
か
」
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
は
古

典
に
あ
り
。』。

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

立
正
大
学
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

白
百
合
学
園
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永な
が

尾お 
教の

り

昭あ
き

天
理
大
学
　
学
長

　

飯
降
政
彦
前
学
長
の
退
任
に
伴
い
、
３

月
26
日
付
で
学
長
に
就
任
し
た
。

　

永
尾
新
学
長
は
、
１
９
５
６
年
京
都
市

生
ま
れ
。
天
理
大
学
外
国
語
学
部
フ
ラ
ン

ス
学
科
卒
後
、
１
９
８
４
年
か
ら
天
理
教

の
海
外
伝
道
拠
点
「
天
理
教
パ
リ
出
張
所

（
現・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
張
所
）」
お
よ
び
日

本
文
化
普
及
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関

「
天
理
日
仏
文
化
協
会
」
の
運
営
に
携
わ
っ

た
。
１
９
９
５
年
同
所
長
に
就
任
。
そ
の

後
、
２
０
０
９
年
の
帰
国
ま
で
、
東
西
ド

イ
ツ
統
合
、
Ｅ
Ｕ
設
立
な
ど
激
動
の
欧
州

に
身
を
置
い
た
。
所
長
在
任
中
に
推
進
し

た
天
理
大
学
と
天
理
日
仏
文
化
協
会
と
の

提
携
に
よ
り
、
２
０
１
０
年
両
者
間
に
学

術
交
流
協
定
が
調
印
さ
れ
、
天
理
大
学
パ

リ
分
校
が
誕
生
す
る
に
至
っ
た
。

　

ま
た
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
や
在
家
信
者
団

体
が
主
催
す
る
諸
宗
教
対
話
に
天
理
教
代

表
団
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
相
互
理
解

の
た
め
の
宗
教
間
対
話
に
尽
力
し
た
。

　

さ
ら
に
、
柔
道
大
国
フ
ラ
ン
ス
と
、
同

じ
く
柔
道
が
盛
ん
な
天
理
市
と
の
親
善
に

も
力
を
注
ぎ
、
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
柔
道

家
を
天
理
市
に
送
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
を

訪
れ
た
日
本
の
柔
道
家
や
選
手
ら
の
世
話

を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
交
流
史
に
つ
い
て
は
、

近
著
『
雪
に
耐
え
て
梅
花
潔
し
』（
天
理
教

道
友
社
、
２
０
１
５
年
）
に
詳
し
い
。

　

永
尾
新
学
長
は
、
第
10
代
学
長
に
し
て

初
め
て
の
天
理
大
学
卒
の
学
長
で
あ
る
。

在
欧
25
年
の
国
際
感
覚
と
キ
ャ
リ
ア
を
フ

ル
に
発
揮
し
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
み
、
２
０
２
６
年
の

創
立
百
周
年
に
向
け
た
飛
躍
を
目
指
す
。

尾お

池い
け 

守ま
も
る石

巻
専
修
大
学
　
学
長

　

坂
田
隆
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
尾
池
守
理
工
学
部
教
授
が

第
５
代
学
長
に
就
任
し
た
。
任
期
は
３
年
。

　

尾
池
新
学
長
は
１
９
５
４
年
群
馬
県
生

ま
れ
。
１
９
８
２
年
東
京
工
業
大
学
大
学

院
理
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。

工
学
博
士
。
同
年
航
空
宇
宙
技
術
研
究
所

（
現・
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
研
究

員
。
Ｈ
―
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
の
液
体
ロ
ケ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
の
開
発
研
究
に
従
事
し
た
後
、
１

９
９
７
年
東
北
大
学
流
体
科
学
研
究
所
助

教
授
。
２
０
０
２
年
石
巻
専
修
大
学
理
工

学
部
教
授
、
２
０
１
５
年
同
大
学
院
理
工

学
研
究
科
長
に
選
出
さ
れ
、
１
年
間
務
め

る
。
専
門
は
流
体
力
学
、
航
空
宇
宙
工
学
、

ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
。

　

石
巻
専
修
大
学
は
、
１
９
８
９
年
に
理

工
学
部
と
経
営
学
部
の
２
学
部
５
学
科
で

開
学
。
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
で
は
学
内
の
人
的・

物
的
被
害
が

少
な
く
、
地
域
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
、

ま
た
１
０
０
０
人
以
上
が
集
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
復
旧・

復
興
に

貢
献
し
た
。
２
０
１
３
年
に
は
、
復
興
を

担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
人
間
学
部

を
新
設
。
２
０
１
８
年
に
創
立
30
年
を
迎

え
る
。

　

建
学
の
精
神
「
社
会
に
対
す
る
報
恩
奉

仕
」
と
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
「
社
会
知
性
の

開
発
」
を
ふ
ま
え
、
輩
出
し
た
い
人
物
像

と
し
て
「
社
会
の
諸
問
題
に
、
自
分
の
役

割
を
自
覚
し
て
取
り
組
む
た
め
に
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
」
を
設
定
し
、
教
育・

研
究
の
強
化
を

進
め
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

学
校
法
人 

天
理
大
学

新
学
長
紹
介

石
巻
専
修
大
学
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坂さ
か

井い

東と

洋よ

男お

追
手
門
学
院
大
学
学
長
。
京
都
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
文
学
修
士
。
京
都
産
業
大
学
学

長
、
学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
評
議
員
、
理
事
な
ど

を
歴
任
。
専
門
は
中
国
近
現
代
文
学
。

川か
わ

名な

明あ
き

夫お

拓
殖
大
学
学
長
。
’71
東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
工
学
博
士
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
に
入
社
後
、
’99
よ
り
拓
殖
大
学
教
授
。
’11
同
大
学

副
学
長
、
’15
よ
り
現
職
。

岡お
か

崎ざ
き

仁ひ
と

昭あ
き

自
治
医
科
大
学
医
学
部
医
学
教
育
セ
ン

タ
ー
長
、
教
授
。
’84
自
治
医
科
大
学
医
学
部
卒
。
’92

同
大
学
医
学
研
究
科
修
了
、
医
学
博
士
。
’93
か
ら
同

大
学
内
科
学
講
座
勤
務
。
’08
よ
り
現
職
。

高た
か

木ぎ

　
康や

す
し

昭
和
大
学
学
長
補
佐
、
医
学
部
医
学
教

育
学
教
授
、
医
学
部
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
長
。
’76

昭
和
大
学
医
学
部
卒
。
’80
同
大
学
医
学
部
大
学
院
修

了
、
医
学
博
士
。
’02
か
ら
現
職
。

高た
か

松ま
つ

　
研け

ん

東
邦
大
学
医
学
部
長
、
教
授
。
’82
慶
應

義
塾
大
学
医
学
研
究
科
修
了
、
医
学
博
士
。
’88
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
医
学
部
助
手
、
’91
東
邦
大
学
医
学

部
助
教
授
を
経
て
現
職
。

吉よ
し
岡お

か
俊と

し
正ま

さ

東
京
女
子
医
科
大
学
理
事
長
、
学
長
。
’79

北
里
大
学
医
学
部
卒
。バ
ン
ダ
ビ
ル
ト
大
学
小
児
科
助

教
、
女
子
医
大
医
学
教
育
学
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。

西
太
平
洋
地
区
医
学
教
育
連
盟
会
長
な
ど
を
歴
任
。

吉よ
し

田だ

栄え
い

司じ

関
西
大
学
副
学
長
、
法
学
部
教
授
。
’84

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
単
位
取
得
退
学
。
京

都
大
学
助
手
、
新
潟
大
学
講
師
を
経
て
関
西
大
学
に

着
任
。主
著『
憲
法
的
責
任
追
及
制
論
Ⅰ
、Ⅱ
』な
ど
。

木こ

暮ぐ
れ

健け
ん

太た

郎ろ
う

杏
林
大
学
総
合
政
策
学
部
准
教
授
。

東
海
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
満

期
退
学
。
三
鷹
市
、
八
王
子
市
、
羽
村
市
を
中
心
に
、

選
挙
啓
発
や
地
域
活
性
化
の
活
動
に
関
わ
る
。

井い

田だ

正ま
さ

道み
ち

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
。
専
門

は
政
治
学
（
政
治
意
識
論
）。
著
書
は
『
世
論
調
査
を

読
む

―
Ｑ
＆
Ａ
か
ら
見
る
日
本
人
の
〈
意
識
〉』

（
明
治
大
学
出
版
会
）
な
ど
。

岡お
か

田だ

　
隆た

か
し

学
校
法
人
松
山
大
学
理
事
、
評
議
員
、

総
務
部
長
。
松
山
商
科
大
学
（
現
松
山
大
学
）
人
文

学
部
英
語
英
米
文
学
科
卒
。

梅う
め

村む
ら

浩ひ
ろ

明あ
き

豊
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記

長
。

槍う
つ

田だ

松し
ょ
う

瑩え
い

国
際
大
学
理
事
長
。
東
京
大
学
工
学
部

卒
。
’67
三
井
物
産
株
式
会
社
入
社
。
同
社
代
表
取
締

役
社
長
、
取
締
役
会
長
を
経
て
、
’15
か
ら
顧
問
。
経

団
連
副
会
長
、
日
銀
参
与
な
ど
を
歴
任
。

大お
お
場ば

　
淳じ

ゅ
ん

広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長・

准
教
授
。専
門
は
高
等
教
育
論
。『
組

織
と
し
て
の
大
学
：
役
割
や
機
能
を
ど
う
み
る
か
』

（
共
著
、岩
波
書
店
、２
０
１
３
年
）な
ど
著
書
多
数
。

髙こ
う

祖そ

敏と
し

明あ
き

上
智
学
院
理
事
長
。
’76
上
智
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
教
育
学
専
攻
博
士
課
程
満
期
退
学
。

教
育
学
専
攻
。
文
学
部
長
な
ど
を
経
て
’99
よ
り
現
職
。

共
著
『
教
会
と
学
校
で
の
宗
教
教
育
再
考
』
ほ
か
。

杉す
ぎ

本も
と

和か
ず

弘ひ
ろ

東
北
大
学
高
度
教
養
教
育・

学
生
支
援

機
構
教
授
、
教
育
評
価
分
析
セ
ン
タ
ー
長
。
’99
名
古

屋
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
。
博
士
（
教
育
学
）。

佐さ

野の

浩こ
う

一い
ち

学
校
法
人
大
阪
医
科
薬
科
大
学
常
務
理

事
、
大
阪
医
科
大
学
医
学
部
教
授
。
’84
大
阪
医
科
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
単
位
修
得
退
学
。
医
学
博

士
。
’03
理
事
、
’05
看
護
専
門
学
校
長
。
’13
か
ら
現
職
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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岡お
か

本も
と

史し

紀き

芝
浦
工
業
大
学
名
誉
教
授
。
’68
早
稲
田

大
学
理
工
学
部
卒
。
工
学
博
士
。
同
大
学
常
務
理
事
、

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
長
な
ど
を
歴
任
。
著
書
『
私
学
の

再
生
経
営
』
ほ
か
。

今い
ま

井い

福ふ
く

司じ

白
百
合
女
子
大
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー

准
教
授
。
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
教
育
学
）
東
京
大
学
。

主
著
に
『
日
本
占
領
期
の
学
校
図
書
館
』
が
あ
る
。

末す
え

廣ひ
ろ

　
昭あ

き
ら

学
習
院
大
学
国
際
社
会
科
学
部
教
授
。

経
済
学
博
士
（
東
京
大
学
）。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
を
へ
て
、
’16
よ
り
現
職
。

主
著
『
新
興
ア
ジ
ア
経
済
論
』
な
ど
。

原は
ら

田だ

規き

梭さ

子こ

東
洋
学
園
大
学
学
長
。
’69
明
治
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
’02
東
洋
学
園

大
学
現
代
経
営
学
部
教
授
。
東
洋
女
子
短
期
大
学
学

長
、
東
洋
学
園
大
学
副
学
長
を
経
て
’14
よ
り
現
職
。

桜さ
く
ら

間ま

裕ゆ
う

子こ

順
天
堂
大
学
女
性
ス
ポ
ー
ツ
研
究
セ
ン

タ
ー
事
務
局
。
’95
筑
波
大
学
体
育
専
門
学
群
卒
。
福

島
県
立
湯
本
高
校
教
諭
、
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
な
ど
を
経
て
、
’11
よ
り
現
職
。

朴ぱ
く

　
大て

栄よ
ん

桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授
。
’78
神

戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得

退
学
。
広
島
経
済
大
学
を
経
て
、’90
か
ら
現
職
。
主
編

著『
監
査
法
人
の
独
立
性
と
組
織
ガ
バ
ナ
ン
ス
』な
ど
。

淺あ
さ

野の

昭あ
き

人と

立
命
館
大
学
学
生
部
次
長
。
立
命
館
大

学
政
策
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
。
’89
立
命

館
に
入
職
。
教
学
部
次
長
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
次

長
な
ど
を
経
て
現
職
。

高た
か

橋は
し

尚な
お

子こ

中
学
か
ら
陸
上
競
技
を
始
め
、
大
阪
学

院
大
学
卒
業
後
に
実
業
団
へ
。
’00
シ
ド
ニ
ー
五
輪
女

子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
ル
、
国
民
栄
誉
賞
受
賞
。
’01
ベ

ル
リ
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
世
界
記
録
（
当
時
）
を
樹
立
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
理
事
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
理
事
、
公
益
財

団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
組
織
委
員
会
ア
ス
リ
ー
ト
委
員
会
委
員
長
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
と
し
て

活
躍
中
。

山や
ま

岡お
か

三み
つ

子こ

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
学
習
院
大
学

卒
。
立
教
大
学
大
学
院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
デ
ザ
イ
ン

学
）。
名
古
屋
短
期
大
学
客
員
教
授
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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一般社団法人日本私立大学連盟
新役員選出される

　役員の任期満了に伴い、平成28年度第１回定時総会（2016年６月21
日開催）において理事、監事の後任者の選考が行われ、新たな理事、
監事が選出されました。
　その後、理事会において会長、副会長および常務理事をそれぞれ決
定し、会長には、鎌田 薫（早稲田大学 ・ 総長）が、副会長には、�
村田 治（関西学院 ・ 大学長）ならびに吉岡知哉（立教学院 ・ 大学総
長）が選出されました。

《
会
　
　
長
》

鎌
田　
　

薫　

早
稲
田
大
学　

総
長

《
副 

会 

長
》

村
田　
　

治　

関
西
学
院　

大
学
長

吉
岡　

知
哉　

立
教
学
院　

大
学
総
長

《
常
務
理
事
》

三
木　

義
一　

青
山
学
院　

大
学
長

酒
井
正
三
郎　

中
央
大
学　

総
長・

大
学
長

松
岡　
　

敬　

同
志
社　

大
学
長

田
中　

優
子　

法
政
大
学　

総
長

早
下　

隆
士　

上
智
学
院　

大
学
長

楠
見　

晴
重　

関
西
大
学　

大
学
長

清
家　
　

篤　

慶
應
義
塾　

塾
長

日
比
谷
潤
子　

国
際
基
督
教
大
学　

大
学
長

土
屋
恵
一
郎　

明
治
大
学　

大
学
長

大
塚
𠮷
兵
衛　

日
本
大
学　

大
学
長

佐
藤　

和
人　

日
本
女
子
大
学　

理
事
長・

大
学
長

吉
田
美
喜
夫　

立
命
館　

総
長・

大
学
長

小
野　

祥
子　

東
京
女
子
大
学　

大
学
長

髙
橋　

裕
子　

津
田
塾
大
学　

大
学
長

《
理
　
　
事
》

川
井　

伸
一　

愛
知
大
学　

理
事
長・

大
学
長

栗
田　

充
治　

亜
細
亜
学
園　

大
学
長

山
口　

政
俊　

福
岡
大
学　

大
学
長

井
上　

寿
一　

学
習
院　

大
学
長

湊　
　

晶
子　

広
島
女
学
院　

院
長・

大
学
長

吉
沢　

英
成　

甲
南
学
園　

理
事
長

赤
坂　
　

博　

京
都
精
華
大
学　

理
事
長

村
上　

宏
之　

松
山
大
学　

理
事
長・

大
学
長

ミ
カ
エ
ル・

カ
ル
マ
ノ　

南
山
学
園　

大
学
長

植
木　
　

實　

大
阪
医
科
薬
科
大
学　

理
事
長

戸
部　

順
一　

成
城
学
園　

大
学
長

Ｋ・

Ｊ・

シ
ャ
フ
ナ
ー　

西
南
学
院　

大
学
長

岡
崎　

淑
子　

聖
心
女
子
学
院　

大
学
長

日
髙　

義
博　

専
修
大
学　

理
事
長

松
本　

宣
郎　

東
北
学
院　

理
事
長・

大
学
長

松
前　

義
昭　

東
海
大
学　

理
事
長

岩
本　
　

繁　

東
京
経
済
大
学　

理
事
長

榊　
　

裕
之　

ト
ヨ
タ
学
園　

大
学
長

《
監
　
　
事
》

松
原　

康
雄　

明
治
学
院　

大
学
長

赤
松　

徹
眞　

龍
谷
大
学　

大
学
長

市
川　

太
一　

修
道
学
園　

大
学
長

《
参
　
　
与
》

天
野　

紀
明　

早
稲
田
大
学　

総
長
室
副
室
長

�（
任
期
は
２
０
１
８
年
６
月
定
時
総
会
終
結
時
ま
で
）

連盟ニュース
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●
５
月
10
日
㈫

　

第
２
回
理
事
会
に
出
席

●
５
月
20
日
㈮

　

全
私
学
連
合
代
表
者
会
議
、「
私
学
振
興
協
議

会
」
に
出
席

　
「
私
学
振
興
協
議
会
」
で
は
、
清
家
篤
全
私
学

連
合
代
表
（
当
連
盟
会
長
）
か
ら
、
余
震
が
続

く
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
つ
い
て
、「
学
生
、
生

徒
の
生
命
や
安
全
に
関
し
て
は
国
公
私
立
間
の

格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」、
お
よ
び

「
私
立
学
校
の
耐
震
化
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
以
上

の
支
援
」、「
今
回
の
震
災
で
子
ど
も
た
ち
が
進

学
の
機
会
を
奪
わ
れ
な
い
た
め
の
配
慮
」
を
求

め
る
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
上
で
、
私
立
大
学
に
共
通
す
る
当
面
の

課
題
と
し
て
、
主
に
①
私
立
学
校
施
設
耐
震
化

支
援
の
大
幅
な
拡
充
、
②
私
学
助
成
の
さ
ら
な

る
拡
充
、
③
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
会
長

の
立
場
か
ら
、
大
学
教
育
の
質
的
転
換
の
た
め

の
基
盤
的
経
費
の
確
実
な
措
置・

拡
充
、
④
学

生
の
修
学
上
の
経
済
的
負
担
に
対
す
る
支
援
（
授

業
料
減
免
や
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
な
ど
）
の

４
点
を
要
請
し
た
。

●
５
月
31
日
㈫

　

第
２
回
常
務
理
事
会
、
第
３
回
理
事
会
出
席

●
６
月
21
日
㈫

　

第
４
回
理
事
会
、
第
１
回
定
時
総
会
出
席

　

会
長
に
鎌
田
薫
（
早
稲
田
大
学
総
長
）
が
選

出
さ
れ
た
。

●
６
月
29
日
㈬

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会・

役
員
会
、
総

会
に
出
席

開
催
報
告

◉
２
０
１
６
年
６
月
18
日
㈯

「
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
【
専
任
教
職
員
向

け
】」
開
催

　
「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
Ｆ
Ｄ・

Ｓ
Ｄ
～
協
働

を
軸
と
す
る
Ｆ
Ｄ
の
新
た
な
潮
流
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て
開
催
。
35
大

学
か
ら
58
名
の
教
職
員
の
参
加
が
あ
っ
た
。

◉
２
０
１
６
年
７
月
２
日
㈯
～
３
日
㈰

「
第
１
回
学
長
会
議
」
開
催

　
「
多
様
な
私
立
大
学
と
そ
の
教
育
の
質
保
証
」

を
テ
ー
マ
に
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
神
戸
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
に
て
開
催
。
63
大

学
65
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

私
大
連
盟 

公
式Facebook

ペ
ー
ジ

　

公
式Facebook

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

facebook.com
/shidairen

）
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

次
号
『
大
学
時
報
』
の
進
捗
報
告
や
『
私
立

大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
な
ど
の
無
料
イ
ベ
ン
ト
に

関
す
る
ご
案
内
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な

い
情
報
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

会
長
の
動
き
２
０
１
６
年

５
月
▼
６
月

【
全
私
学
連
合
（
全
私
連
）】

　

私
学
団
体
相
互
の
提
携
協
力
に
よ
っ
て
私
学

の
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
文
化
の
昂
揚
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
１
９
５
５
年
６
月
に
設
立
。

　

私
立
大
学
団
体
連
合
会
、
日
本
私
立
短
期
大

学
協
会
、
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
、

日
本
私
立
小
学
校
連
合
会
、
全
日
本
幼
稚
園
連

合
会
の
５
団
体
に
よ
り
構
成
。

【
私
学
振
興
協
議
会
】

　

全
私
学
連
合
構
成
５
団
体
の
代
表
と
自
由
民

主
党
の
文
教
関
係
議
員
（
文
部
科
学
大
臣
関
係

者・

部
会
長
経
験
者
）
が
、
今
後
の
私
学
振
興

策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
場
と
し
て
２

０
１
３
年
に
発
足
。

【
日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
（
私
大
団
連
）】

　

私
立
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
振
興
発
展

へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
て
、
１
９
８
４
年
４
月

に
設
立
。
一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟

お
よ
び
私
立
大
学
協
会
に
よ
り
構
成
。

連盟ニュース
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第１回（東京）　起業家精神と日本の教育～教育改革の一つの視点～
9月8日（木）18：00　明治大学
※無料、定員予約制（200名）

意見発表 野田　一夫氏	 一般財団法人日本総合研究所名誉会長
小杉　俊哉氏	 慶應義塾大学大学院　理工学研究科特任教授、	
	 立命館大学大学院テクノロジー ・マネジメント研究科客員教授

コーディネータ 池本　正純氏	 専修大学経営学部教授

第２回（仙台）　政治なき教養は空虚であり、教養なき政治は盲目である
10月1日（土）13：00　東北学院大学

※無料、定員予約制（200名）
意見発表 村田　晃嗣氏	 同志社大学法学部教授

渡部　　純氏	 明治学院大学法学部教授
小泉　良幸氏	 関西大学法学部教授

コーディネータ 西村　枝美氏	 関西大学法学部教授

第３回（大阪）　学問するよろこび
11月5日（土）13：00　関西大学
※無料、定員予約制（200名）

意見発表 千　　宗守氏	 茶道武者小路千家第14代家元
大島　まり氏	 東京大学大学院情報学環教授

コーディネータ 本田　知宏氏	 福岡大学工学部教授
渡部　直樹氏	 慶應義塾常任理事

第４回（福岡）　大学入試～私立大学の改革～
12月10日（土）13：00　福岡大学
※無料、定員予約制（200名）

意見発表 沖　　清豪氏	 早稲田大学入試開発オフィス長、文学学術院教授
伊東　辰彦氏	 国際基督教大学教養学部長
黒瀬　秀樹氏	 福岡大学副学長

コーディネータ 松本　亮三氏	 東海大学観光学部教授

お申し込みはこちら
※またはＷＥＢで「私大フォーラム」と検索ください。

日本私立大学連盟では、当法人の活動、私立大学の教育
研究、管理運営などにかかるさまざまな情報および国の
高等教育政策にかかる動向などの社会への発信ととも
に、情報共有の推進を主目的として、今年度も「私立大
学フォーラム（全４回）」を開催します。

※2016年6月24日現在

教育の明日を探る
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◆
グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育
を
、
と
い

う
大
き
な
方
針
が
動
き
始
め
て
い

る
。
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
や
絶
え
間
の
な
い
テ
ロ
な
ど
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
反
動
と
も
い

え
る
よ
う
な
状
況
が
世
界
に
広

が
っ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
今
何
が
起
き
て

い
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
た
人
々

に
役
立
つ
処
方
箋
を
導
き
出
す
た

め
に
も
、
ロ
ー
カ
ル
に
と
ど
ま
っ

た
教
育
で
は
限
界
が
あ
る
と
い
う

よ
う
に
考
え
て
み
た
い
。

　

18
歳
選
挙
権
も
同
じ
こ
と
で
、

主
権
者
教
育
と
い
う
の
は
、
た
だ

投
票
に
行
こ
う
と
促
す
だ
け
で
は

な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

選
挙
権
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、

同
時
に
自
分
の
国
の
未
来
に
責
任

を
持
つ
こ
と
で
も
あ
る
。
大
学
は

そ
の
責
任
の
持
ち
方
、
そ
の
た
め

の
「
世
界
の
見
方
」
を
提
供
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
た
。

　

世
界
は
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
る
。

そ
れ
は
政
治
や
経
済
だ
け
で
な
く
、

文
化
や
芸
術
の
領
域
に
ま
で
及
ん

で
い
る
。
い
や
、
む
し
ろ
そ
の
領

域
が
複
雑
化
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

政
治
経
済
が
よ
り
混
沌
と
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
「
世

界
の
見
方
」
を
提
供
す
る
大
学
の

使
命
も
ま
た
大
き
い
。（
広
報・

情

報
部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

日
本
大
学
芸
術
学
部
教
授　

兼

高 

聖
雄
）

◆
こ
の
３
月
に
大
学
設
置
基
準
が

改
正
さ
れ
、
来
年
４
月
か
ら
Ｓ
Ｄ

が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
２
０
１
５
年
４
月
施
行

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
（
学
校
教
育

法
改
正
）
か
ら
考
え
る
と
、
矢
継

ぎ
早
の
動
き
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、

大
学
を
め
ぐ
る
環
境
の
厳
し
さ
と

期
待
の
現
れ
と
も
考
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　

大
学
改
革
は
、
一
人
の
リ
ー

ダ
ー
の
力
だ
け
で
は
な
し
え
な
い
。

し
か
し
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
け
れ
ば

な
し
え
な
い
。
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
に

よ
っ
て
教
員
を
含
め
た
職
員
の
能

力
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
リ
ー

ダ
ー
に
な
り
得
る
人
材
の
育
成
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く

私
大
が
抱
え
る
課
題
で
あ
る
。

　

小
特
集
で
は
、
今
回
の
大
学
設

置
基
準
改
正
が
わ
れ
わ
れ
に
何
を

求
め
、
期
待
し
て
い
る
の
か
を
正

し
く
理
解
し
、
各
大
学
が
取
り
組

む
際
の
指
針
に
な
れ
ば
と
考
え
、

企
画
し
た
。
４
人
の
先
生
に
は
、

ご
多
忙
の
中
を
無
理
を
お
願
い
し
、

原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
こ
と

に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

今
回
の
企
画
に
よ
り
、
本
連
盟

加
盟
大
学
の
Ｓ
Ｄ
が
活
性
化
さ
れ
、

大
学
改
革
が
進
み
、
各
大
学
が
魅

力
あ
る
大
学
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。（
広
報・

情
報
部
門
会

議
（
大
学
時
報
）
委
員・

大
正
大

学
事
務
局
長　

平
盛 

聖
樹
）

◆
２
０
１
６
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
が
８
月

５
日
に
迫
る
。

　

私
立
大
学
在
学
生・

卒
業
生
の

参
加
も
も
ち
ろ
ん
多
く
、
大
学
で

は
壮
行
会
も
開
か
れ
る
。
読
者
の

皆
さ
ん
が
注
目
し
て
い
る
選
手
や

競
技
は
何
だ
ろ
う
か
。

　

折
し
も
、
本
号
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
、
同
じ
南
半
球
で
２
０
０
０
年

に
開
催
さ
れ
た
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
高
橋
尚
子
さ
ん
。

　

座
右
の
銘
、
当
時
の
レ
ー
ス
展

開
の
お
話
、
マ
ラ
ソ
ン
を
起
点
と

し
た
現
在
の
活
動
な
ど
、
ど
れ
も

大
変
興
味
深
い
。も
ち
ろ
ん
、こ
う

し
た
ご
活
躍
の
背
景
に
は
、
現
役

時
代
か
ら
の
日
々
の
目
標
達
成
に

向
け
た
努
力
、
乗
り
越
え
た
試
練

の
数
々
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
ト
ウ
キ
ョ
ウ
」
と
い
う
２
０
２

０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
決
定

の
瞬
間
も
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。

４
年
後
に
は
、
自
国
開
催
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
ま
た
と
な
い
機

会
が
や
っ
て
く
る
。
今
の
中
学
生
、

高
校
生
、
大
学
生
と
い
っ
た
若
い

選
手
た
ち
の
活
躍
も
楽
し
み
だ
。

（
日
本
私
立
大
学
連
盟
事
務
局　

権

藤 

和
代
）

次号
（9月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「発達障害学生の理解と支援」
特　集	「大学における障害者受け入れ」
小特集	「大学のIR活動における取り組み」
表紙 ・大学点描 同志社女子大学　　だいがくのたから 京都精華大学
クローズアップインタビュー：「杉本 健爾さん（書道家、美文字トレーナー）」

編
集
後
記


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2016
7月号

小　林　直　毅（法政大学社会学部教授）
中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室）
依　藤　康　正（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター入試課長）
赤　木　完　爾（慶應義塾大学法学部教授）
宇　高　泰　輔（神戸女学院大学図書館課長補佐）
奥　村　信　幸（武蔵大学社会学部教授）
三　浦　英　俊（南山大学理工学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
片　岡　達　彦（立命館大学総合企画部広報課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
芹　澤　　　剛（園田学園女子大学人間教育学部教授）
平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
鈴　木　　　勉（早稲田大学広報室副室長）
齋　藤　　　淳（日本私立大学連盟事務局）
権　藤　和　代（日本私立大学連盟事務局）
阿　部　淑　恵（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人	 音　　好 宏（上智大学文学部教授）
発 行 人	 松 岡 　 敬（同志社大学学長）
発 行 所　一般社団法人	日本私立大学連盟	
	 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25	
	 私学会館別館	
	 電話	03－3262－4362　　FAX	03－3262－4363	
	 http://www.shidairen.or.jp

編　　集	 株式会社 進	研	アド
	 〒530-0003　大阪市北区堂島２－４－ 27 	
	 新藤田ビル	

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
獨 協 大 学⎫	 ⎜
獨 協 医 科 大 学⎬	 ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫	 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫	 ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫	 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫	 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫	 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学⎫	 ⎬苫 小 牧 駒 澤 大 学⎭
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫	 ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫	 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学

聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫	 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫	 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫	 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫	 ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順 ｝は同一学校法人	）
（122大学　平成28年 7 月20日現在）

第65巻369号（通巻383号）
平成28年 7 月20日発行

Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁 ・乱丁本はお取り替えいたします。
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